
新潟県上越市出身。大学を卒業後、
NST報道制作部に入社。フリーに転
身後もNSTスーパーニュースキャス
ターなど数々の経歴を積み、現在、新
潟薬科大学薬学部非常勤講師、新
潟経営大学観光経営学部客員教授
のほか、司会や話し方セミナー・研修
講師などを務める。

講師

新潟日報
LEADERS倶楽部とは

　2012年3月、ふるさと新潟の発展を目指
して発足。「日本のげんきを、新潟から」の
テーマの下、県内の有力企業や団体、教
育機関等の“新潟のリーダー”が結集し、情
報発信と会員相互の交流を目的に活動を
続けています。8年目の今年は90社が協賛
し、次世代リーダーの育成と交流をより強
化する事業に取り組んでいます。

朝日酒造 株式会社／ALSOK 新潟綜合警備保障 株式会社／イオンリテール 株式会社 北陸信越カンパニー／岩塚製菓 株式会社／株式会社 植木組／株式会社 ウオロクホールディングス
ANAクラウンプラザホテル新潟／ NEC 新潟支店 長岡支店／ NST新潟総合テレビ／株式会社 エフエムラジオ新潟／株式会社 加賀田組／⻆上魚類ホールディングス 株式会社／株式会社 加島屋
株式会社 カルティベクス／環境をサポートする 株式会社 きらめき／株式会社 共栄堂／麒麟山酒造 株式会社／倉敷機械 株式会社／一般財団法人 健康医学予防協会／コカ・コーラ ボトラーズジャパン 株式会社
社会福祉法人 恩賜財団 済生会支部 新潟県済生会 済生会新潟病院／株式会社 サカタ製作所／サッポロビール 株式会社 関信越本部 新潟統括支社／ JAグループ新潟
株式会社 JTB 新潟支店／ジェイメディカル 株式会社／株式会社 システムスクエア／清水建設 株式会社 北陸支店 新潟営業所／株式会社 新宣／株式会社 スノーピーク／セコム上信越 株式会社
全国労働者共済生活協同組合連合会／全日本空輸 株式会社 新潟支店／株式会社 第一印刷所／第一建設工業 株式会社／株式会社 大光銀行／株式会社 第四銀行／株式会社 タカヨシ
株式会社 タケショー／中越運送 株式会社／株式会社 ティーケーネットサービス／学校法人 帝京蒼柴学園 帝京長岡高等学校／株式会社 テレビ新潟放送網／東北電力 株式会社 新潟支店
株式会社 新潟クボタ／一般財団法人 新潟県建設技術センター／新潟県司法書士会／新潟県社会保険労務士会／新潟縣信用組合／新潟県信用保証協会／新潟県民エフエム放送 株式会社
新潟県労働金庫／新潟交通 株式会社／新潟国際情報大学／新潟青陵大学／新潟中央青果 株式会社／株式会社 新潟テレビ21／株式会社 新潟日報サービスネット／新潟万代島総合企画 株式会社
株式会社 新潟ビルサービス／株式会社 新潟放送／新潟薬科大学／新潟冷蔵 株式会社／二幸産業 株式会社／独立行政法人 国立病院機構 西新潟中央病院／日生不動産グループ
日本歯科大学 新潟生命歯学部／パステルグループ／八海醸造 株式会社／株式会社 BSNアイネット／株式会社 廣瀨／株式会社 福田組／福田道路 株式会社／藤木鉄工 株式会社
株式会社 ブルボン／株式会社 北越銀行／株式会社 北越ケーズ／北越コーポレーション 株式会社／ホテルオークラ新潟／株式会社 本間組／マルナオ 株式会社／ミサワホーム北越 株式会社
医療法人 新成医会 総合リハビリテーションセンター みどり病院／源川医科器械 株式会社／森井紙器工業 株式会社／山津水産 株式会社／株式会社 ユアテック 新潟支社／社会福祉法人 勇樹会
雪国科学 株式会社／吉乃川 株式会社

参加企業、団体、教育機関 （50音順）

企画・制作／新潟日報社・新潟日報事業社

後半は１グループ６、７人に分かれてのグループワークで
す。テーマは「職場のコミュニケーション改革の提案」。
各自の職場で非効率だと思われるコミュニケーションに

ついて、他のメンバーにも伝わるようなるべく具体的に付箋

に書き、模造紙に貼ってグループ内で共有します。その中
から発表テーマを一つ選択し、原因や解決・改善策の話し
合いが行われました。
それぞれが積極的に意見を言い合い、時には笑い声も
上がるなど、どのグループも活気にあふれていました。最後
に大きなシートにピラミッド・ストラクチャーのスタイルで改
革案をまとめ、グループワークの１時間が終了しました。
発表は1グループ3分以内。「報・連・相ができていない」

「会議時間が長い」「情報が共有されていない」「会議の
決定事項が伝わって
いない」「他部署との
仕事がうまくまわらな
い」などの問題点に、
グループ内で考えた
解決策を提示。上司

と部下の間のコミュニケーションをつなぐ、組織自体に働き
かける必要性など、中堅社員としての役割に触れた
グループもありました。
「この研修で自分自身のコミュニケーションの
課題も見えてきたと思いま
す。改善点を意識して、で
きることから改革していた
だければうれしいですね」と
菊野さん。最後に今日の
振り返りをグループごと
に行い、内容の濃い
研修は終わりました。

無駄を省く
スマートコミュニケーション術

新潟日報リーダーズ倶楽部 中堅社員対象「カンファレンス」 

菊野さんがまず挙げたのは「作業の優先順位を付け、効
率よく進める」こと。仕事の優先順位が付けづらい場合は、
「マトリクス」で考える方法が有効です。「重要度×緊急性」
など二つのベクトルを十文字にした図の中に仕事を落とし
込んで「見える化」すると、優先順位が判断しやすくなりま
す。それを職場で共有し、優先順位を検討します。
続いて「ミスが起きにくい仕事環境をつくる」。伝達ミス

の多い企業は、本人とクライアント間で情報共有ができて
いても、同僚や上司とはできていない場合が多いことを指

摘。報告・連絡・相談
＝「報・連・相」の相手
を考える必要性を説き
ました。
　「ミス防止を前提と
した計画・段取り」とし

て、ＴｏＤｏ型で仕事を一元管理する、ペア作業スタイルで
ダブルチェックをしながら見逃しを防ぐなどの工夫を促し、ミ
スに気付いたら「すぐ上司に謝罪し、言い訳せずに事情
を説明、指示に従いミスの処理をする」ことも重要と指
摘しました。
他にも「疑問点は早めに指示を仰ぐ」「進捗状況に応

じ、時にはある程度まとまった段階で中間報告をする」「締
め切りや納期を守り、こまめに連絡を取る」「責任の所在、
役割分担を明確にして共有する」などのポイントが挙げら
れ、参加者はメモを取り、熱心に耳を傾けていました。

菊野さんは「ビジネストークでは『相手を動かす』ことが基
本。そのためには話す目的を話し手・聞き手双方で共有す

ることが大切」と
語ります。参加者
はそれぞれ15秒
で「自分の名前を
覚えてもらう」ため
の自己紹介を考
え、隣同士で演
習を行いました。
情報の伝達効率アップのために覚えておきたいこととし

て、話すことの内容や道筋、具体的な展開時間を最初に
明らかにする「ロードマップ法」、結論→本論→再結論と
展開する「ＳＤＳ法」などが紹介されました。
スマートコミュニケーションで特に重要なのは「ロジカル

シンキング」で論理的に伝えること。話す内容が「客観的な
事実やデータに基づいているか」「根拠を持って結論が出
されているか」「目的が明確であるか」「結論がはっきりして
いるか」を意識しなければなりません。ロジカルシンキングを
身につける手法として、伝えたい内容の理由と事例・具体
例を述べ、最後にポイントを念押しする「ＰＲＥＰ法」につい
て話が進みます。

もう一つの手法として解説したのは「ピラミッド・ストラク
チャー」。ある主張について、その理由や根拠を数個挙げ、
それぞれの項目の根拠をさらに掘り下げて…というピラミッ
ド型の情報整理術です。参加者は配布された「ピラミッド・
ストラクチャー」のシートを使って自己紹介を考えます。
趣味や特技、仕事などのテーマを掘り下げ、時間内で
スピーチを終えられるよう時計を見ながら声に出して練習
しました。
実際にスピーチをする前には、話し方を上品にし、信頼
度を上げる発音発声のポ
イントが伝授されました。
母音を発声する時の正し
い口の開け方や、伝達効
率を上げる「サ行」の明確
な発音方法、引き締まった
話し方を印象づける「タ行」の強調などを練習。これらの発
音発声法を身に付けることで、近年多く活用されるウェブ
会議でも聞き取りやすさがアップします。アナウンサーであ
る菊野さんの的確な指導で、５分ほど練習しただけで全員
の言葉が格段に聞き取りやすくなりました。

生産性をアップする
仕事の進め方

協賛企業・団体の中堅社員を対象に開催された
新潟日報リーダーズ俱楽部カンファレンス。
働き方改革の取り組みが進められ、
これまで以上に効率よく仕事を進めることが求められる中
コミュニケーションを見直すことから働き方を改革する
方法について学びました。Kアプローチ代表で
フリーアナウンサーの菊野麻子さんを講師に、
約60人の参加者が熱心に取り組んだ様子をお伝えします。

「無駄を省き生産性をアップする仕事術」 自分の考えを簡潔に伝える力不足を感じまし
た。業務の中で上司や同僚に話す際、頭の中で
一度組み立ててから話すことを心がけるなど、
今日学んだことを生かしたいです。
（情報業／係長／30代男性）

コミュニケーションで大切なことは相手に伝わる
話し方をすることと学びました。今後上司に報
告・相談する際、ロジックを考え、無駄のない伝
え方をする工夫をしたいです。
（金融業／一般職／20代女性）

「伝えたいことを優先して伝える」ことが大切と実
感しました。話が簡潔に終わることによって生産
性の向上につながり、業務時間の短縮にもなると
よく分かったので、職場でさっそく実践します。
（建設業／主任／30代男性）

学生への接し方はレクチャーもあり普段から勉強
していましたが、同僚や上司とのコミュニケーショ
ンの講習は初めてだったので非常に新鮮な気持
ちで受けることができ、ありがたかったです。
（教育業／主任／30代女性）

参加者の声
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3［グループワーク］

［講義］

スマート
コミュニケーション術
＝ 伝わる話し方2
［講義＆実習］

～働き方改革 =
   職場のコミュニケーション改革～

Kアプローチ／
フリーアナウンサー 

菊野 麻子氏


